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Basic Information / 基本情報 

 

Duration / 開催期間 

説明：～年～月 から ～年～月まで 

２０１３年０６月０１日～２０１４年１０月１９日 

 

Staff / スタッフ 

説明：青年会議所メンバーの参加人数 

例：何人 ○○member 

公益社団法人仙台青年会議所メンバー１１４名 

※１３年 ７３名 １４年 ４１名 事業実施時メンバーのカウント 

Sponsors / 支援者 

説明：青年会議所以外のメンバーがいる場合のみ記載してください 

例：〇〇市ボランティア団体等 

・仙台市民作品応募者数 １０１０名 

※２０１３年、２０１４年合計 

 

 

・作品展示会場来場市民 ４００名 

※展示会場２カ所２０１３年、２０１４年合計の延べ人数 

 

・民間企業 ４３社 

 

 

・仙台市役所 

 

・応募作品選考委員会 

（市役所有識者４名、民間企業有識者２名、市民有識者６名）１２名※２年間  

 

Budget 予算 

説明：ドルで表示してください。 

例：１万円なら one hundred dollar 

２０１３年 ３，４５０，０００円 

２０１４年 ３，５００，０００円 



Profit / Loss 利益／損失 

説明：基金を集めること以外は、０にしてください 

０ 

 Which UN MDG best fit (if Apply)? UN MDGsの該当項目（もしあれば） 

説明： 

 

Who is benefited? 誰の為に？ 

説明：活動エリアに住み暮らす人々 人 

仙台市に暮らす市民 １０７万人 

 

Objective 目的 

説明：（例 1）子ども対象の事業をベースにして、参加者とメンバーの 

意識を変革を促し、前向きな変化を創りだすため 



① 住暮らす地域に対して、市民が人、モノ、歴史などのまちを形成する要素を再認識す

る機会を提供し、地域社会へ積極的な関心を持つことを目指す。なぜなら、まちを形成す

る要素に対しての認識が２０％と低い結果が出ているためである。 

 

② 民間企業や行政との連携を推し進め、市民が能動的に活動する環境を目指す。それ

は、社会に対する意識で「市民活動に参加できない」が７０％という調査結果である

ことが判明したためである。 

 

Overview 概要 

説明：必ず結果と合致しているはず 

 

・仙台は、日本の都市の中でも、自然に恵まれた歴史のある都市である。２０１１年

の東日本大震災以降、人や自然との関わりをより重要視するようになった。  

 

・ＪＣＩ仙台は発足当初（１９５０年代）から行政とともに活動を行っている。更に

強固な推進をするために、民間企業とも連携し、市民を巻き込んだ継続事業も行なっ

ている。 

 

・ＪＣＩ仙台は、市民の考える「地域のたから」を「絵・写真・川柳」の３部門で募

集した。 

（「地域のたから」＝人、モノ、歴史などのまちを形成する要素 

 

・ＪＣＩ仙台は、募集した作品の想いや魅力を記載した展示会を開催し、人、モノ、

歴史などのまちを形成する要素を再認識することで地域に対する関心の向上を促

す。 

 

・ＪＣＩ仙台は、民間企業や行政から協力を得て作品を生活に近い地下鉄やバスに掲

示し、多くの市民へ公開し地域に対する関心の向上を促す。 

 ※仙台市人口１０７万人 

地下鉄一日乗車員数１７万人  仙台市情報開示内容 

  バス一日乗車員数 ４万５千人 仙台市情報開示内容（バス旅客） 



 

・ＪＣＩ仙台は、有識者とともに選考委員会を立ち上げ、作品の評価を行いました。 

 

・まちの魅力を多くの市民に伝えるためオリジナルポストカード１３，０００枚を作

成し地下鉄各駅や市役所、百貨店、飲食店などで配布した。 

 

 

Result 結果 

説明：複数の短い文章になるように注意してください 

   目的がどのくらい達成できたか書いてください 

   上記の結果の想定外の結果を書いてください 

   上記の結果の確認方法を書いてください 

   検証結果を簡潔に書いてください 

・ＪＣＩ仙台は、自由に観覧できる地元百貨店、市役所、コンベンションホールで展示会

を開催し、それぞれ２週間市民４００名に対し、作品を公開した。その結果アンケート

では７割の市民が人、物、歴史などのまちを形成する要素に対する関心を持ったと返答

している。 

 

・ＪＣＩ仙台は、２年間にわたり事業を継続し、行政の継続的な協力を受諾頂くと同時に

民間企業の協力も増え、事業目的の理解が拡大してきている。なぜなら、民間企業の協

力数が２０１３年１５社、２０１４年２８社と飛躍的に増加している。 

 

 

  



Actions Taken 行動 

説明： 

・２０１３年０１月 まちを形成する要素に対しての認識が２０％と低い結果が出ている

ことから、市民の地域社会への関心向上を目指す事業を開始した。 

 

・２０１３年０４月２５日 プレスリリース開始 

              

                行政への事業参加、協力要請開始  

（仙台市長への事業推進依頼、市役所との連携強化、地下鉄

への作品掲載依頼、市庁舎作品展示依頼） 

※市長の受賞式参加、市長賞の確定 

                民間企業への事業後援、協力要請開始  

               （バス作品掲載依頼、趣旨への賛同と協賛依頼、） 

 

・２０１３年０６月０１日 「絵・写真・川柳」の作品募集を開始。 

※「絵」・・・人、物、歴史を自身で描く 

 「写真」・・人、物、歴史を切り取る 

 「川柳」・・人、物、歴史を言葉で表現する 

※「公式ＷＥＢサイト」 

作品募集のために設置 

 

・２０１３年０７月 行政からの協力受諾を確認した 。また、仙台市長賞の受託を受

けた。 

            各民間企業からの協力受諾を確認した。 

 

・２０１３年０９月 作品集編集作業開始。 

            民間企業へ３か所２００作品展示を開始。 

（～２０１３年１０月６日） 

            ※来場者数１８０名 

 

・２０１３年１０月 市庁舎へ作品展示 を開始。（～２０１３年１０月２４日） 

            バスへ作品掲載 開始（～２０１４年１０月１５日） 

 

・２０１３年１１月１６日 市民２３７名参加のもと受賞式を開催した。 

 

 



・２０１４年０１月 市民の地域社会への関心向上を目指す事業を昨年に続き開始し

た。 

 

・２０１４年０６月０６日 プレスリリース開始 

（新聞社６社 ＴＶ局４社 ラジオ３社） 

                行政への事業参加、協力要請開始  

（仙台市長への事業推進依頼、市役所との連携強化、地下鉄

への作品掲載依頼、市庁舎作品展示依頼） 

※市長の受賞式参加、市長賞の確定 

                民間企業への事業後援、協力要請開始  

               （バス作品掲載依頼、趣旨への賛同と協賛依頼） 

 

   

・２０１４年０６月２３日 「絵・写真・川柳」の作品募集を開始。 

公式ＷＥＢサイト開設。 

※「絵」・・・人、物、歴史を自身で描く 

 「写真」・・人、物、歴史を切り取る 

 「川柳」・・人、物、歴史を言葉で表現する 

※「公式ＷＥＢサイト」 

 作品募集、作品掲載を主として、今後の事業を市民団体等に譲渡継続するために設置  

 

・２０１４年０８月 行政からの協力受諾を確認した 。また、仙台市長賞の受託を受

けた。 

            各民間企業からの協力受諾を確認した。 

 

・２０１４年０９月２１日 有識者による作品選考委員会を開催し受賞作品を決定し

た。 

 

・２０１４年０９月 作品集編集作業開始。 

            民間企業へ３か所２００作品展示を開始。 

（～２０１４年１０月１５日） 

            ※来場者数２２０名 

 

 

 

 



・２０１４年１０月 市庁舎へ作品展示 を開始。（～２０１４年１０月３０日） 

地下鉄へ作品掲載開始（２０１４年１２月１５日） 

バスへ作品掲載 開始（～２０１５年１０月２０日） 

 

・２０１４年１０月１９日 市民２００名参加のもと受賞式を開催した。 

 

※２０１５年０４月 未来を創造する子供たちに対し、地域社会への関心を促す機会を

与えるために、小学校１２６校、中学校６６校へ事業の掲載された資料が配布された。 

 

※受賞式を通じて市民が、継続して交流を行ない、新たな写真サークルが形成され、ま

ちをテーマとした企画（写真展）が進行中である。 

 

 

Recommendations 考察や推奨 

目的のうちどの部分が達成されたのか？ 

達成できなかった部分は、何か？ 

それは、なぜか？その改善策は？ 

ＪＣＩ仙台は、市民からの作品募集、行政と民間企業との連携を通して  、下記の内容

で目的を達成した。 

 

①作品募集をした市民が、作品を通して「仙台」を改めて見つめ直すことで新しい魅力

や価値を見出し、関心を持つ能動的な市民になった。なぜなら、回収したアンケート６

８９枚の内８割の市民から、仙台に対する考え方や意識が変わったという積極的な意見

があった。 

※意識向上が見られる意見＝「仙台に愛着を感じた」「地域の行事に積極的に参加して

いきたい」「住みやすい環境を子供たちと形成していきたい」など意見が５割に達して

いる。 

 

②公式 WEB サイトを作成して、作品を募集・公開し、その結果、サイトに総数で５４

４４件のアクセスがあった。専門家からはアクセス数は多いとの評価を受けた。  

 

・「目的が達成できなかった内容は下記である」 

 

２０１３年より継続して行なっている事業だが、携わった市民以外の仙台市全体が地域

に対する関心が高まったかを検証する資料が不足した。改善するためには、行政ととも

に行う検証および WEB サイトを活用し意識調査に努める必要がある。 



※行政とともに行う検証＝定期的に行われる市民の意識に関する調査 

 

部門 Long term Local Community program 

 

3ページ 

Objectives Planning Finance and Execution      

目的・計画・財務・実施 

 

What were the long term objectives of this program  

このプログラムの目的は？基本情報に詳述して下さい 

このプログラムの目的は、ＪＣＩ仙台が、民間企業と行政との連携を図り、市民が地域

社会への関心を高めることで能動的な市民のまち「仙台」を構築すること。  

 

How does this program align to the JCI Plan of Action? 

この事業は、どのようにＪＣＩの活動計画と合っていますか？ 

・ＪＣＩ仙台は、民間企業や行政と連携し、市民と共に、以下の活動計画を実施した。 

 

・ＪＣＩ仙台は、民間企業や行政に連携を働きかけ、市民活動の環境を創出し続ける。 

 

・ＪＣＩ仙台は、市民に地域社会への積極的な関心を持たせることで能動的な市民を創

造し続ける。 

 

Was the budget an effective guide for the financial management of the 

project? 

予算は事業の財務管理のための効果的なガイドになりましたか？ 



・この事業をより効果的に発信するために広報に関して工夫した。 

 

・事業の告知を地元メディア９社に対して、積極的に行った。 

 

・事業に賛同した地元テレビ局５社・ラジオ局３社・新聞社１社が取材に来た。  

 

・事業に賛同した民間企業４３社あった。 

 

・２０１３年度予算総額 

会場設営費     ５５０，０００円  

広報費     ２，０００，０００円 

※民間企業協力 ７５０，０００円 

雑費         ９００，０００円 

 

 

・２０１４年度総予算 

会場設営費     ５００，０００円 

広報費     ２，７７０，０００円 

※民間企業協力 １，５５０，０００円 

雑費         ２３０，０００円 

 

※民間企業協力＝協賛 

 

How does this project advance the JCI Mission and Vision? 

どうやってこの事業は、ＪＣＩのミッションと、ヴィジョンを推進しましたか？ 

ビジョンとミッションに分けて明確に詳述してください 

「ヴィジョンを推進は下記のとおりである。」 

・ＪＣＩ仙台は、事業を通して、地域社会に対する関心を高めた市民から更に他の市民へ

意識向上を促した。 

 

「ミッションを推進は下記のとおりである。」 

・ＪＣＩ仙台は、市民１０１０人に対し地域社会の人、モノ、歴史などのまちを形成す

る要素を再認識する機会を提供した。 

 

・ＪＣＩ仙台は、民間企業や行政とのネットワークを構築することで、能動的な市民に

活動する機会を提供した。 
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By number,how  many members were involved in this program? 

事業のスタッフは、何人？数字で記載してください 

２年間＝３７人 2 years total 37 people 

２０１３年 １８人  

２０１４年 １９人  

By percentage how many members of the Local Organization were involved 

in this program? 

LOMメンバーの参加率は、何パーセントですか？％で記載してください 

・２０１３年１８４人中  １７９人 ９７％ 

※事業設営７３人 受賞式１０６人 

 

・２０１４年１８９人中  １８５人 ９８％ 

※事業設営４１人 受賞式１４４人 

 

 

Describe the main roles of the participating members in this program 

このプログラムで参加しているメンバーの主要な役割を簡潔に記述してください 

・「絵・写真・川柳」作品を出品（１８０人） 

 

・選考委員会（１人） 

 ※理事長が審査員として出席 

 

・「絵・写真・川柳」作品の編集委員（５人） 

※地下鉄への作品掲載、バスへの作品掲載、オリジナルポストカード作成  

 

・行政、民間企業コミット（３０人） 

 

・会場設営（３７人） 



 

・事業ＰＲ（２０人） 

 

・ＷＥＢサイト運営（３人） 
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Community Impact 地域社会への影響 

How did the Local Organization measure community inpact for this program 

どのように、ＬＯＭは、このプログラムのために地域社会への影響を測りましたか？ 

・作品を出品と出展会場に来場した市民にアンケートを取り、事業の実施状況を図った  

 

Ｑ１ 皆様のお住まいになる地域に、関心を持つきっかけにとなりましたか？ 

   ＹＥＳ ５４７人  ＮＯ１４２人 

Ｑ２ 題材を探すことにより、まちの魅力を再認識することができましたか？ 

ＹＥＳ ５５１人  ＮＯ１３８人 

Ｑ３ それは今後のまちづくりに必要と思いますか？ 

ＹＥＳ ５４５人  ＮＯ１４４人 

 

・出品作品数 

２０１３年 ５０１作品 

「絵」・・・・２３９人 

「写真」・・・１２９人 

「川柳」・・・１３３人 

２０１４年 ５０９作品 

「絵」・・・・２４６人 

「写真」・・・１５２人 

「川柳」・・・１１１人 

 

・各メディアが事業の重要性を報道したこと事業に対する評価を客観的に得られた。  

 

① 地元テレビ放送局のニュースに取り上げられ事業の目的を伝播した。 

（視聴世帯：８９万世帯） 



 

② 地元新聞社に事業の記事が掲載され事業の目的を伝播した。 

（発行部数：４７万部 推定購読者数：１５０万人） 

Describe the actual community impact produced by this project 

このプロジェクトによって発生される実際の地域社会への影響を記述してください 

・事業に参加した市民がポジティブチェンジして、地域社会へ高い関心を持ち、家族や

友人、他の市民を巻き込むことで能動的な市民の創出が考えられる。 

・民間企業や行政と連携して市民を援助（サポート）することで、活動する環境が提供

され、能動的な市民の活動環境を改善することが考えられる。 
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Impact on Local Organization ＬＯＭへの影響 

How did the Local Organization benefit from running this project? 

どのようにＬＯＭは、この事業を運営することから利益を得たか？ 

・ＪＣＩ仙台は、多くの市民に地域社会への関心を促した結果、３社のテレビ局、２社

の新聞社に取り上げられＪＣの活動の目的を広げることに至った。 

 

・民間企業や行政との連携を通じて、ＪＣＩ仙台の必要性をこの事業で再認識していた

だく機会を得た。それは、仙台市長や各民間企業より今後のＪＣＩ仙台の活動に対し

ての協力を受諾頂いたからである。 

 ※民間企業４３社、行政（市役所、市教育局） 

 

How did the program advance the JCI Mission? 

どのようにＪＣＩミッションを推進したのか？ 



「ミッションを推進は下記のとおりである。」 

・ＪＣＩ仙台は、市民１０１０人に対し地域社会の人、モノ、歴史などのまちを形成す

る要素を再認識する機会を提供した。 

 

・ＪＣＩ仙台は、民間企業や行政とのネットワークを構築することで、能動的な市民に

活動する機会を提供した。 

ページ７ 

Long-term Impact of the Programプログラムの長期的な影響 

What is the expected long-term impact of this project? 

このプロジェクトの期待される長期的な影響は、なんですか？ 

・地域社会に対する関心を向上し続けることで、能動的な市民が多い「仙台」を構築で

きる。 

 

・民間企業と行政と連携していくことで市民の活動環境がより整備されます。  

・活動環境が整備されることで、能動的な市民による自立した行動を発生させることが

できる。 

 

What changes Would you make to improve the results of this project? 

このプロジェクトの結果を改善するために、どんな改善策がありますか？ 

・市民へ事業の認識を拡大させ、この事業の運営を譲渡する仕組みを構築する必要性が

ある。なぜなら、市民がより自発的に行動する環境を提供するためである。  

 

・民間企業への協力を強化し、市民と共に活動範囲の拡大に努める。それには、仙台市

の民間企業１００社の協力を目指す必要性がある。 

 

・事業の目的の拡大性を確認するために、行政と共に仙台市に住み暮らす市民に対し検

証を図る必要性がある。なぜなら、より多くの意識を確認し事業の修正を図るためであ

る。 

 

 


